
海岸の樹林下に生える多年草で、匐枝はない。葉は線形で長さ30-80cmになり、厚く、光沢がある。花茎は

高さ30-50cm、斜上し、扁平な2稜形で狭い翼がある。披針形の苞の腋に3-8花が下向きにつく。花は7-9

月、花被片は白色または淡紫色。

新たに生育地が確認された。

－
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Ophiopogon  jaburan  (Siebold) Lodd.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、赤穂市、洲本市、南あわじ市、淡路市

■ 国内分布

本州（東海以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

クサスギカズラ科

兵庫県ランク…ノシラン
環境省ランク… －


